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ロータリアンとして、私は以下のように行動する。 

１）個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準をもって行動する。 

２）取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業に対して尊重の念をもって接する。 

３）自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導き、特別なニーズを抱える人びとを助け、地域社会
や世界中の人びとの生活の質を高める。 

４）ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とすような言動は避ける。 

５）ロータリーの会合、行事、及び活動においてハラスメントのない環境を維持することを支援し、ハラ
スメントの疑いがあれば報告し、ハラスメントを報告した人への報復が起こらないよう確認する。 

（2019年1月理事会会合、決定119号） 

https://my.rotary.org/ja/


思いやりの心で行動しよう 

 メルボルンで開催された 2023 年ロータリー国際
大会で、私は全てのロータリー会員に、メンタルヘル
スケアのニーズに光を当てることをお願いしました。
これは、会員同士が互いに支え合うこと、メンタルヘ
ルスへのサービスを提唱すること、治療へのアクセス
を拡大するためにこの分野の専門家と橋渡しをする
ということです。  

 これは大切な任務であり、大きな課題です。それ
と同時に、全てのロータリー会員にとって身近な行
為でもあります。なぜなら、ロータリーが、その当初
より、思いやり、寛大さ、そして友情と慈愛の精神に
基づいているからです。  

 ロータリーは、相互に結び付いた 140 万人のリー
ダーからなる素晴らしい世界的ネットワークに成長し
ました。私たちは、世界で良いことをしよう、という深
い決意を共有するリーダーの集まりです。しかし、
ロータリーに力を与えてくれるのは、地域社会での
活動だけではありません。私たちは、会員が本来の
自分らしさを発揮できるような安全な空間をつくる
ことで、互いに支え合い、力を与え合っているのです。  

 こうしたつながりには深い意味があります。アメリ
カのある医師が最近、「孤独は公衆衛生上の疫病で
ある」と明言しました。ビベック・マーティ博士は、「私
たちは、たばこや肥満、薬物乱用など、他の公衆衛生
問題への取り組みと同じように、社会的なつながり
を築くことも優先しなければならない」と述べてい
ます。このような社会的つながりを築くために、ロー
タリーが世代を超えて行ってきたことを誇りに思い
ます。 

 世界に広がる地域社会と、「超我の奉仕」を最優先
する基本的価値観により、ロータリーは、メンタルヘ
ルスに取り組むための強力な世界的サポーターと

なっています。オハイオ州立大学が最近発表した研
究によると、メンタルヘルスへの三つの介入方法のう
ち、親切な行為を行うことで、人々が他者とのつな
がりをより強く感じられるようになることが、明らか
になりました。研究の共著者であるデビッド・クレッグ
氏は、「親切な行為は、人とのつながりを促進する最
善の方法の一つのように見える」と述べています。  

 この研究が示唆するのは、よく知られているロー
タリーの支援活動は、奉仕する地域社会に変化をも
たらすだけでなく、私たち自身にも変化をもたらすと
いうことです。 今後、メンタルヘルスへの取り組みに
焦点を置くに当たり、単にロータリーの新たな取り組
みと考えるのではなく、より良く活動することで、私
たち自身と奉仕する人々により大きなインパクトを与
えることができる、と捉えましょう。  

 私たちは、この活動をゼロから始めるわけではあ
りません。 メンタルヘルスへの取り組みに関する
ロータリー行動グループは、数年にわたり、この分野
の課題に取り組んできました。人々の認識を向上して
いくに当たり、 

このグループのメンバーのリーダーシップにも期待
が寄せられます。  

 メンタルヘルスケアは、ロータリーの重点分野の幾
つかにも合致しています。5 月の時点で、メンタルヘ
ルスに焦点を当てた 41 のグローバル補助金プロ
ジェクトが行われています。その多くは非常に有望な
ものであり、今後数カ月にわたり取り上げていく予定
です。  

 心の病にまつわる偏見をなくし、メンタルヘルスへ
のニーズに対する認識を高め、予防的・介入的メンタ
ルヘルスサービスへのアクセスを向上させるために、
力を合わせましょう。  

 共に、世界に希望を生み出しましょう。 
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8月は「会員増強・新クラブ結成推進月間」です。 
 

 みな様こんにちは。 

 8月に入り、夏本番！私は今、ガバナー公式訪問で、各クラブ様へお伺いし、

楽しい時間を過ごさせて頂いております。 

 さて、今月は会員増強・新クラブ結成推進月間であります。本年度の地区委員

長の嘉手納様が7月よりスタートダッシュで各地域、3～4クラブづつではありま

すが、集まって頂き、意見交換に走ってくれております。 

 会員増強には、各クラブ様の所々での特性であったり、地域がらもお有だと

は思いますが、委員長の和泉南クラブは、今期59名でのスタートと、かなりの増

強に成功されております。 

 ご参考になればと考えております。又、こちらのクラブは退会防止にも力を

入れておられると言う事ですので、是非ともご参考にして頂きたく考えます。 

 そして、基本方針でも触れていますがロータリーは、皆様ロータリーアン一人

一人がキラリ！と光かり、それぞれのクラブが主役です。地域で素晴らしい活

動や行動を見える化して続けていけば、公共イメージの向上と共に奉仕を明る

く、楽しそうに行っていけば、入会の声掛けもしやすくなり、市民の方々からも

支持され、仲間入れて！と言って頂ける様になりたいものです。 

https://www.rotary.org/ja/tips-increasing-

club-membership 

rotary.org/ja/membership
https://www.rotary.org/ja/tips-increasing-club-membership
https://www.rotary.org/ja/tips-increasing-club-membership
https://www.rotary.org/ja/tips-increasing-club-membership


会員増強・新クラブ結成推進月間に寄せて 

 本年度、当地区は残念ながら、会員数1,600名弱からのスタ－トとなり

ました。 

 要約コロナ禍より、後少しで平時を取り戻す所まで回復して来たよう

に思いますが、その影響もあり未だに会員減少に歯止めがきかない状

況が続いています。谷ガバナ-の最優先課題としている会員増強を力強

く進めて行く為に本年度は委員会を各地域に出向き、少数クラブ単位で

各クラブの会員増強委員長を中心とし出席して頂き、忌憚なく意見交換

を進め各分区・各クラブの立地・事情を把握し、また各クラブ間へ会員増強成功事例や維持す

る活動の良い点等の情報を共有し、橋渡ししていければと思っております。 

【主な委員会内容】 

〇地区としてのクラブ数・現在の会員数減少の把握 

〇例として近年、会員増強で実績を上げているクラブの進め方の紹介 

〇維持するにあたり会員間のコミュニケーションやメイクアップのあり方・ロ－タリ－活動の

進め方を意見交換 

〇退会防止への対応 

〇女性リーダ－がロ－タリ－活動は男性活躍の場といった印象の払拭 

〇ダイバーシティ（多様性・個性）の考え方 

〇地区会員数 １，７００名 目標達成のお願い 

 上記の内容で主に意見交換が進むケースも多いですが、クラブによってはクラブの立地・事

情の違いを中心に内容を進める委員会もあります。 

 その他、これまでに数回の委員会を開催してきましたが、当然、会員増強に関して意識の高

い出席者が多く、少数で会議を進める事により熱意の伝わりを感じています。様々なクラブの

環境がありますが、仲間を増やすには現会員が楽しいと思えるクラブ創りを考えて頂き入会

したくなる様な雰囲気創りを進め若手会員の方々にはシニア会員の方々に率先してアドバイ

スを求めて頂きコミュニティを進め、またシニア会員の方々には温故知新精神で若手会員の

方々にご指導を頂きクラブ自体の資質を向上する事により会員増強の基盤づくりになると

思っていますので御協力頂きますよう宜しくお願い致します。 

地区会員増強・維持／女性活躍・推進委員会 

委員長 嘉手納 良和 

 



 毎月、数千件もの入会問い合わせが、ロータリーウェブサイトの「ロータリー
への入会」（rotary.org/join）のページから寄せられます。これらの入会候補者
へのフォローアップを行うことは、ロータリーへの関心を寄せてくれた人たちを
大切にしていることを示すためにも重要です。 

 未来の会員となる人たちは、クラブや地区とつながりたいと望んでいます。
クラブまたは地区の「入会候補者情報の管理」のページを定期的に訪れ、候補
者のリストを管理し、入会へと導いていただけますようお願いいたします。 

 クラブと地区のリーダーである皆さまは、自分たちで見つけた入会候補者を
My ROTARYの候補者リストに直接加え、すべての候補者情報を1カ所で管理でき
ます。  
 入会候補者情報の管理に関するベストプラクティスと詳細な手順は、クラブ
用または地区用のガイドをご参照ください。  

https://msgfocus.rotary.org/c/11N5sTSxhGklrVlFxoTksAmdiOhg0Z
https://msgfocus.rotary.org/c/11N5sUmbRKd2Qi5hYTH0xKleJCA3NS
https://msgfocus.rotary.org/c/11N5sVjv1RYrD1ywRTimI4jhBfbFnE
https://msgfocus.rotary.org/c/11N5sVN9BVR91oi9jo62Neij23utax
https://msgfocus.rotary.org/c/11N5sVN9BVR91oi9jo62Neij23utax
https://msgfocus.rotary.org/c/11N5sWgObZJQpL1LKSTISohksRNgXq
https://msgfocus.rotary.org/c/11N5sVN9BVR91oi9jo62Neij23utax


和歌山北ロータリークラブ 

  2023年7月24日(月) 

   会長 福田 玉緒 

   幹事 田村 宣明 

 
 

太子ロータリークラブ 

  2023年7月24日(月) 

   会長 塚本 昇平 

   幹事 林  信 

 

 

有田南ロータリークラブ 

  2023年7月25日(火) 

   会長 中  知哉 

   幹事 金谷 敬太 

 

 

串本ロータリークラブ 

  2023年7月25日(火) 

   会長 矢倉 甚兵衞 

   幹事 鎌田 俊彦 

 

 

新宮ロータリークラブ 

  2023年7月26日(水) 

   会長 植松  浩 

   幹事 山下 一雄 

 
 



御坊東ロータリークラブ 

  2023年7月26日(水) 

   会長 小池 佳史 

   幹事 東本 慎司 

 

 

富田林ロータリークラブ 

  2023年7月27日(木) 

   会長 柳本 浩一 

   幹事 時任 隼成 

 

 

岸和田南ロータリークラブ 

  2023年7月27日(木) 

   会長 雪本 孝彰 

   幹事 藪  秀則 

 

 

泉大津ロータリークラブ 

  2023年7月28日(金) 

   会長 上田 秀朗 

   幹事 西田 佳郎 

 

 

海南東ロータリークラブ 

  2023年7月31日(月) 

   会長 岸  友子 

   幹事 角谷 太基 

  



 私は2023-24年度国際ロータリー会長として、世界的なメンタルヘ
ルスの問題に特に焦点を当てています。メンタルヘルスや心の健康
は、誰にとっても口にしずらいトピックかもしれません。国や地域に
よってはそのような対話がとても難しい場合があることも理解して
います。 

 しかし、自分のメンタルヘルスや心の健康を大事にできるよう互い
に心を開き、助け合うことの恩恵は計り知れません。 多くの人に苦
難や孤立を強いることとなった新型コロナウイルスの世界的大流行
がようやく終わりつつある今、私たちの多く、そして私たちが奉仕す
る人びとの多くが、引き続き心の健康の問題を抱え、誰にも相談でき
ずに悩んでいます。ロータリー会員である私たちは、そのような人たちに手を差し伸べること
ができます。親睦と奉仕を礎とする団体として、私たちは互いを信頼し、思いやりながら、支え
あうことができます。私たちは皆、メンタルヘルスとウェルネスについて地域社会とオープン
なディスカッションを行い、地域で予防ケアや支援の堅固な土台を築くことができます。 

 ロータリーの活動で世界を旅する中で、私はこのような対話が会員のつながりと安全な環
境を育んできたのを目にしてきました。こうしたつながりと安全な環境は、強い人間関係を築
きながら、私たちが奉仕する地域の人びとの心の健康を守ることにもつながります。 

 今年度、以下の重要な目標に向けてロータリーが前進できるよう、皆さまのご協力をお願
いいたします。 

1. 心の健康の問題に伴うスティグマ（偏見）の解消 

2. メンタルヘルスのニーズに関する認識の向上 

3. メンタルヘルスの支援や治療へのアクセス改善 

 これらの目標をどう実現するかを私から示すのではなく、奉仕プロジェクトで、クラブで、会
員の仲間や市民との交流の中で、どのように変化をもたらせるかを考えていただきたいと思
います。メンタルヘルスの優先に関するパンフレットには、メンタルヘルスの問題に取り組むた
めのさまざまなアイデアが紹介されています。また今年度、そしてその先にも、メンタルヘル
スと心の健康を優先し、互いに学びあいながらロータリーで草の根の運動を生み出すため
に、メンタルヘルス・イニシアチブのロータリー行動グループの力を大いに借りたいと考えて
います。 ロータリーショーケースには、今月から「メンタルヘルスへの取り組み」のセクション
が設けられており、メンタルヘルスに関する啓発や支援拡大に向けたクラブの活動を掲載した
り、閲覧したりできるようになっています。 

 メンタルヘルスや心の問題にまつわる課題は、すべての人に影響を及ぼします。研究による
と、思いやりある行動をとることは、前向きな気持ちを保つための最も効果的な方法である
ことがわかっています。ロータリーは、力を合わせて世界的なインパクトを与えることのでき
る独特な立場にあります。互いを、そして自身をもっと大切にするために、この取り組みにご
参加いただけることを願っています。 

【ＲＩニュース】 

メンタルヘルスを優先することはなぜ大切なのか 

国際ロータリー会長 ゴードン R. マッキナリー 



 ～これからのラーニング（学び）を支え
るオンラインツール 

 参加者を活動の中心に据えることを求める行
動計画の一環として、ロータリーでは、研修モデ
ルからラーニングモデルにアプローチを変えよう
としています。これは、会員がラーニング（学び）
に積極的に関与し、それを自らコントロールでき
るようにすることを意味します。また、ラーニング
におけるリーダーの役割が、会員が知るべき情報
を教える「講師」としてではなく、会員がアイデア
を共有できるよう導く「ファシリテーター」として
の役割を果たすことを意味します。 

 この新しい学びのアプローチの重要な一部を
成すのが、ラーニングセンターです。 

 ラーニングセンターには、ユーザー自身の
ペースで基礎的な情報を学べる豊富なコースや
学習プランが含まれています。対面式でのラー
ニング行事に出席する前にこれらのコースで基
本知識を予習しておくことで、進行役つきのディ
スカッションや少人数のアクティビティを充実さ
せ、新しいアイデアを生み出したり、行動計画を
立てたりできるでしょう。 

 ラーニングセンターを利用するには、My RO-
TARYのアカウントが必要です。アカウントをお持
ちでない方は、My ROTARY画面右上の「アカウン
ト登録」をクリックしてアカウントを作成してくださ
い。 

まずはコースカタログをチェック 

 My ROTARYの「ラーニング＆参考資料」のメ
ニューから「ラーニングセンター」をクリックする
と、コースカタログのページが開きます。コース
や学習プランはカテゴリー別に分かれています。
まずは、関心のあるカテゴリーをクリックして、ど
のようなコースや学習プランがあるかをチェック
してみましょう。 

 役職別の学習プラン（クラブ会長・幹事・会計、地
区ガバナー、各種委員会など）、奉仕活動、ロータ
リー財団、会員増強などのロータリー関連のト
ピックのほか、専門能力開発など職場やキャリア
に役立つスキルを学べるコースもあります（表示
されるカテゴリーとコースは、会員であるかどう
か、またはロータリーの役職に就いているかどう
かによって若干異なります）。 

 「ロータリーについて基礎から学びなおした
い」（ロータリーの基本知識）、「ロゴの使い方が
わからない」（ロータリーのロゴ）、「補助金プロ
ジェクトを始めたい」（補助金管理セミナー）、「ス
ピーチがうまくなりたい」（コミュニケーションの
スキル）など、ニーズに応じていつでもお気軽に
コースをご利用ください。 

ユーザーメニューから便利な機能を活用
しよう 

 ラーニングセンターの左上にある三本線マー
ク（ユーザーメニュー）をクリックすると、各ユー
ザー用にカスタマイズされたページを見ること
ができます。 

マイコース：自分が登録したコースの一覧を閲覧
でき、「未開始」「学習中」「修了」といった進捗状
況も確認できます。 

学習トピック：ほかの会員が投稿した学習資料を
見たり、自分が作った資料を投稿したりできます。 

お気に入り：お気に入りのリストに入れれば、いつ
でも簡単にそのコースを開いて復習できます。 

質問と回答：ピアツーピアで質問や回答を投稿で
きます。 

マイ・アクティビティ：進捗状況を示したグラフ、
バッジの獲得状況、コースに含まれている知識
チェック／テストの結果、コース修了の証明書な
どを見ることができます。 

【ＲＩニュース】 

ロータリーのラーニングセンターを活用しよう！ 



 9月11～17日は「地域社会を祝おう」週間として、世界各地のロータリー／ローターア

クトクラブが地元のライオンズ、キワニス、オプティミストのクラブと合同活動をするこ

とが奨励されています。力を合わせて地域社会に奉仕しましょう！ 

  国際ロータリー、ライオンズクラブ国際協会、国際キワニス、オプティミスト・インター

ナショナルが、合同で世界中の地域社会を祝います。四つの主要奉仕団体によるこの

合同の取り組みは、今年で3年目となります。 

  ロータリークラブとローターアクトク

ラブは、地域社会に長期的なインパクト

をもたらすために、地元にあるこれらの

団体のクラブとの合同活動を実施する

ことが奨励されています。各団体の

ウェブサイトにあるクラブ検索機能で、

地元のクラブ（ライオンズ、キワニス、オ

プティミスト）をお探しいただけます。ま

ずは、地元の福祉団体や自治体に働きかけ、地域社会のニーズを調べて、それに取り

組むプロジェクトを立案することから始めましょう。 

  皆さまが実施する合同活動について地元の人びとや国際ロータリーに伝えるため

に、ソーシャルメディアへの投稿（ハッシュタグ「#CelebrateCommunity」）やロータリー

ショーケースへの掲載をご検討ください。  

 つながりを築き、力を合わせることで、奉仕のインパクトがさらに高まります。これらの

4団体の340万人の会員の力を結集させ、ともに地域社会を祝いましょう。 

【ＲＩニュース】 

9月11日～17日は「地域社会を祝おう」週間 



 安全に管理された水・衛生設備（WASH）の利用の改善
を目的とする米国国際開発庁（USAID）との長期的な戦
略的パートナーシップは、これまでに大きな成功を収め
ています。この官民のパートナーシップは、私たちが奉
仕する地域社会へのインパクトをいかに高め、ロータ
リー会員が単独では行うことのできない支援活動をど
のように拡大できるかを示しています。          

 すべてのパートナーの強みを生かす能力こそが、よき
パートナーとなるための条件であると話すのは、ロータ
リーの水と衛生の重点分野担当スタッフのエリカ・グウィ
ンです。  

 「パートナーシップがうまくいっていれば、1＋1＝2以
上の効果が出ます。パートナーシップの影響は、単なる
足し算だけではなく、掛け算でなければなりません」 
ロータリーにとって、パートナーシップは常勤の職員から
の支援や専門知識を得られるほか、草の根の活動に
ロータリー会員が注力するための土台を提供するもの
です。   

 安全な水を利用できるようにすることは、世界的に大
きな課題となっています。世界では約22億人が安全な
飲み水を利用できず、さらに10億人以上が安全な衛生
設備を利用できていません。この結果は致命的です。米
国疾病対策センター（CDC）によると、汚染された水によ
る病気は、子どもの死亡の9件に1件を占めています。  

 ロータリー会員は、何十年にもわたって地域社会や政
府と協力し、安全な水や衛生設備へのアクセスを改善し
てきました。会員は、25,000時間以上のボランティア活
動を行い、水と衛生システムの構築、監督の強化、地域
社会での健康的習慣の促進を支援するためのスキルと
リーダーシップを発揮してきました。  

 しかし、堅実なパートナーシップとはより多くの人を支
援し、活動成果の持続可能性を高めるためにパートナー
のリソースや専門知識を生かすことであると、ロータ
リー会員は理解しています。USAIDのようなパートナー
は、国レベルで活動し、監視システムと政策をつくり、強
化しています。ロータリーとUSAIDは共に、より充実し、持
続可能な水・衛生サービスを提供するために、国や地方
自治体と協力しています。 

 水と衛生のロータリー行動グループ創設メンバーで
あるロン・デナムさんもこの点を理解していました。2006
年にメキシコで開催された世界水フォーラムで、デナム
さんは世界最大の政府開発機関であるUSAIDにアプロー
チしました。USAIDは、データ収集、モニタリング、政府と
の関わりなどの技術的知識をロータリー会員の広範な
コミュニティにもたらすことができます。会員が持つつ
ながりは、人びとの信頼を得て、変化をもたらしていく
上で重要な役割を果たします。  

 「ロータリーとUSAIDとのパートナーシップは相性が
ぴったりで、一緒に素晴らしい活動ができると伝えまし
た」とデナムさん。そこから、アイデアが形になり始めま
した。ロータリーは地域社会の人びとの健康のために長
年活動しており、USAIDはより多くの技術的知識、資金、
インフラを持っていました。2年後、ロータリーとUSAIDは正
式にパートナーシップを締結しました。  

 以来、両組織は数百万ドル
（2025年までには1,800万ドル
と推定）を投入し、45万人以上
がより持続可能で安全な水・
衛生サービスを利用できるよ
う支援してきました。プログラ
ムへの資金投入が終わった後
も、ロータリー会員は引き続き
関係者と協力し、水・衛生サー
ビスが維持されるように力を
尽くしています。 また、地域社
会と住民のニーズに焦点を当
てた協力関係の構築も続けて
いきます。 

 この精神とイニシアチブこそが、ロータリーが理想的
なパートナーである理由だと、USAIDの水・衛生アドバイ
ザーであるライアン・マホニーさんは話します。「一番素
晴らしいのは、ロータリアンのボランティアが現地に足を
運んで地元地域の人たちと協力し、継続して活動し、そ
の国の政府に対してアドボカシー活動をしていることで
す」とマホニーさん。「規模と範囲の広さの両方を兼ね
備えた組織はそう多くはありません」 ロータリー会員に
は影響力、あらゆる種類の公的・民間のリソース集める
力、地域社会への存在感とコミットメント、創造的なパー
トナーシップを構築する力があり、これらによって強固
な関係を構築、拡大していくことができます。 

 ロータリーの事務総長兼CEOであるジョン・ヒューコ氏
は、10年以上にわたりロータリーとUSAIDのパートナー
シップの成長を見守り、その成功の理由を考えていま
す。「USAIDはほとんどの国で活動していますが、ロータ
リーのように地域社会に深く根ざしているわけではあり
ません。ですから、このような協力的パートナーシップは
とても貴重なのです。各パートナーが独自のスキルと能
力を持ち寄っています」 

 会員には、地域社会とそのニーズのためにアドボカ
シー活動を行ったり、得られた成果に対して所有意識を
持ち、その維持に参加し、モニタリングを行うために地
域社会の人たちを動員する力があります。  

 ガーナでのロータリープログラム責任者であるセオ
フィラス・メンサさんは次のように話します。「ロータリア
ンにはUSAIDほどのリソースはないかもしれませんが、私
たちの声は同様に重要なものです。すべてのパートナー
シップにおいて自分たちが何を提供でき、相手から何を
得られるかを知っておくことが大切です」  

 ロータリーとUSAIDのパートナーシップにおける最大の
教訓の一つは、早期かつ本格的に対話を開始するとい
うデナムさんのイニシアチブから得られたものです。話
をするのは簡単ですが、耳を傾け、パートナー候補が自
分たちの活動に合っているか、また活動をどれくらい拡
大できるかを評価するのは簡単なことではありません。
「最初から、中身のある対話をするようにしましょう。つ
まり、お互いの話にしっかりと耳を傾けるということで
す」とデナムさんは言います。 

【ＲＩニュース】 

ロータリーと米国国際開発庁（USAID）が互いの強みを生かす 



【地区活動報告】 

 7月9日(日)、清教学園に於いて、インターアクト年次大会が開催されました。コロナ禍で

開催出来なかった、又は規模縮小で開催の昨年までと打って変わり、本来の姿で行えまし

た。インターアクター101名、顧問15名、ロータリアン26名が、学園内のチャペルに集い午前

10時30分開会・点鐘。司会進行は、今春入部の1年生。緊張の様子が、横に座る私にもひしひ

しと伝わって来ます。(心の中で応援 ガンバレ！)ですが、さすがインターアクターそつな

くこなします。地区I.A.C.生徒代表で清教学園I.A.C.会長の「歓迎の言葉」、素晴らしかった。

(拍手喝采)  

 次にお話しされる清教学園校長先生もご満悦の様子。

チャペルが立派で広かったので、参加ロータリアンを前

方に出てきて頂き一列にならんでもらった。そこで委員

長の私からご紹介。インターアクターと真正面、顔を覚え

てくれたらありがたい。(ロータリアン少し照れてる！) 

その後は、恒例のプログラム。各校I.A.C.の活動報告、昼

食・休憩、レクリエーションと進みます。我々地区委員と顧

問先生は、昼食後の休憩時間に会議を行います。何やら

そこに賑やかな声が聞こえて来ました。外を見ると、校

庭で楽しそうに遊ぶ子ども達の姿。「良かった。」と思え

た瞬間でした。 

  この子達がこれからどの様に成長するのか、インター

アクターとしての使命と責任をどう感じてくれるのか、自

問自答しながら時がたち閉会式を迎えます。河内長野

ロータリークラブ会長に講評のご挨拶を頂きました。あり

がとうございます。 

  今回ホストとしてお世話下さった清教学園I.A.C.、提唱クラブの河内長野ロータリークラ

ブ、大会会場をご提供下さった清教学園高等学校に感謝申し上げます。年次大会は、年度

初めの大事な催し。アクター、顧問、ロータリアン共に緊張感を持って取り組みます。閉会時

の達成感が、後に続く年間行事に好影響を与えると考えます。もう今から、次の行事が楽し

みです。 

インターアクト年次大会 

地区インターアクト委員長 坂東 剛 

世界に友だちを広げながらボランティア精神と国際感覚を身につける 

  インターアクトクラブは、12～18歳の中学・高校生が、地元でのボランティア活動や海外のイ
ンターアクト会員（通称「インターアクター」）との交流を通じて視野を広げ、国際感覚を養って
います。ロータリークラブの支援を受けて設立されるインターアクトクラブでは、友だちと一
緒に楽しみながらロータリーの「超我の奉仕」を学び、行動力を身につけます。 



【地区活動報告】 

 ７月２２日（土）１４時～１７時ガバナー事務所にて、谷ガバナー、

野村ガバナーエレクト（地区社会奉仕委員長）及び国際奉仕委員

長臨席のもと、今期地区補助金申請のあった２２クラブの事業内

容と補助金申請額について審査しました。 

 各クラブの事業内容等について、全く

問題はなく、予定どおり８月にRI財団へ

申請します。昨年に続き継続事業のクラ

ブが多くある中、初めての申請が２クラブありました。 

 続いて、１０月２４日統一ポリオデーの取り組みについて協

議しました。昨年まで、財団委員会として、統一ポリオデーの

取り組みは、特にしていませんが、数年前に一度高野山RC

の協力を得て「ポリオ根絶法要」を実施以来、今年は、ガバ

ナーと相談して、取り組むこととしました。 

 他地区の事例を参考に、関空の国内線到着口にポスターを掲示して、「ポリオ根絶

を訴えてはどうか」と考え、関空RCに協力をお願いすることにしました。他方、「ラッ

ピングバスを走らせてはどうか」「運送事業の会員企業のトラックの後ろにラッピング

して走ってもらう」等、毎年地域を変えて継続して実行できるのでは。と考えていま

す。地区として、大きなことは出来ませんが、会員の皆さまのご理解ご協力をいただ

き、ポリオ根絶まで事業継続が出来ればと思う次第です。 

ロータリー財団補助金審査会 

地区ロータリー財団委員長 中野 均 



【クラブ活動報告】 

第38回 全国ロータリークラブ野球大会(甲子園)に出場 

新宮ロータリークラブ 

田辺ロータリークラブ 

海南東ロータリークラブ 

 「野球を通じて親睦の輪を拡げよう」のテーマのもと第38
回全国ロータリー野球大会が今年も5月28日から7月5日の7
日間に阪神甲子園球場で開催され、全国から76クラブが参
加。 第2640地区からは、新宮RC(雨天中止)、田辺RC、海南
東RCの3チームがそれぞれ出場しました。 

 この大会は、昭和53年3月に当時、阪神タイガース社長で
西宮甲子園ロータリークラブの会長の今は亡き小津小次郎氏の特別な配慮によって、高校野
球の聖地、阪神甲子園球場で全国のロータリーの野球チームが一同に会し、「ロータリーの友
情を深め、それをロータリーの奉仕活動に繋げるようにしようではないか」との提言のもとス
タートしたものです。 

 爾来、年を重ね44年の歳月が経過し、阪神大震災や東北大震災、最近のコロナによる中止
もありましたが、歴史と伝統あるロータリークラブの親睦野球大会となりました。 

 田辺RCは、大会3日目の第4試合で、三重県の鈴鹿シティRCと対戦、14対5で勝利。また、海
南東RCは、大会4日目の第7試合で、大阪府の大阪西RCと対戦、14対3で勝利し、ともに凱旋し
ました。また、新宮RCは、大会初日の第1試合に群馬県の伊勢崎南RCと対戦を予定していまし
たが、残念なことに雨天のため試合が中止となってしまいました。 

 全国ロータリー野球大会の魅力は、試合前日の前夜祭での懇親会。さらに、試合は、なんと
言っても夢の甲子園球場にベンチ入りして、野球が出来ることです。室内練習場、ロッカー
ルーム、お風呂も使えます。スコアボードには自分の名前が刻まれ、場内アナウンスされます。
そして、同じ志を持つ全国のロータリアンと交流を深め、友情の汗をかくことです。メンバーが
協力し、元気で楽しい試合をすることで強い絆で結ばれます。RCの野球が切欠で、入会したメ
ンバーもあり、会員増強にも貢献できています。 

海南東RCチーム 田辺RCチーム 



【クラブ活動報告】 

上富田町青少年育成町民会議へ活動支援金贈呈 

田辺東ロータリークラブ 

 田辺東RC（会長 谷本 司）は、上富
田町青少年育成町民会議の活動に対
し、支援金を贈呈しました。 

 同会議は、子どもたちの健全育成を
目指して、令和5年度は「都市との交
流事業」で4年ぶりとなる石川県津幡
町との交流事業を予定しています。 

 田辺東RCでは、こうした事業活動を
応援するため、2011年から支援を続け
ており、本年度は、7月13日に町長室を
訪れ、上富田町長と青少年育成町民
会議議長に支援金を贈りました。 

 6月10日（土）天候に恵まれて、アクトメンバー6名、ロタリアン1名で堺市内２ヶ所の児童養護
施設（東光学園・清心寮）を訪問致しました。 

 今年は、ドッヂビー（フライングディスクを用いてドッジボールを行う競技）を各施設に３個ず
つ寄贈致しました。子どもたちに競技の仕方を教えながらの、交流でしたが最後は小さな子
たちも理解して和気藹々と汗をかきながらみんなで盛り上がり、運動を通して喜んでいる姿
に感激し親交を深めるが出来ました。 

 堺ロータリークラブ会員皆様にご協力いただきました堺まつりチャリティーバザーの献品
と、献金のお陰で有意義な奉仕活動が出来ました。感謝申し上げます。来年もやりがいを感じ
る素晴らしい活動奉仕を出来るよう頑張りますので、ご指導、ご協力よろしくお願いします。 

堺市内の児童養護施設を訪問 

堺ローターアクトクラブ 





会員増強の地域的な戦略 

 会員増強は、1つのアプローチを全世界に適用することはできません。クラブ、地区、

地域のリーダーが、会員に関するレポートで地域の傾向を分析することを奨励してい

ます。その後、具体的な課題に対処するためのアプローチを考えましょう。 

”いいクラブ”から一歩その先へ 

 「元気なクラブづくりのために：クラブ・リーダーシップ・プラン（日本版）」は、新会員

と現会員の積極的な参加を促して、元気なクラブをつくることを応援するリソースで

す。さまざまなヒントが紹介されており、クラブで実現できるアイデアがきっと見つかる

でしょう。  ●元気なクラブづくりのために：クラブ・リーダーシップ・プラン 

 また、ラーニングセンターから、以下のオンラインコースを受講できます。 

・あなたのクラブは健康ですか？ 

・入会候補者情報の管理 

・クラブ会員基盤の多様性 

・入会促進のさまざまな方法 

・新会員オリエンテーションを立ち上げる 

・会員の参加促進 ベストプラクティス 

・柔軟性と革新性を取り入れる 

・クラブの会員増強計画 

クラブの成長に役立つリソース 

クラブの現状を評価し、適応させる 

現会員の参加を促す 

入会候補者とつながる 

新会員が溶け込みやすい環境をつくる 

インクルーシブなクラブ文化をつくる 

活気あるクラブをつくる 

新クラブを結成する 

時代に即したクラブにする 

https://my-cms.rotary.org/ja/document/be-vibrant-club-your-club-leadership-plan-japan
https://learn.rotary.org/members/learn/catalog/view/150
https://my-cms.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/membership?embed=true#assess
https://my-cms.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/membership?embed=true#engage
https://my-cms.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/membership?embed=true#connect
https://my-cms.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/membership?embed=true#newmembers
https://my-cms.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/membership?embed=true#inclusive
https://my-cms.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/membership?embed=true#develop
https://my-cms.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/membership?embed=true#start
https://my-cms.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/membership?embed=true#stay






第3地域コーディネーター 

滝澤 功治（神戸須磨RC) 

ローターアクトクラブへのアプローチ 

 ロータリーコーディネーター
（RC）は戦略計画の推進と会員増
強・新クラブ拡大を担当し、各地区
のガバナーに協力し、各クラブの活
性化を図る任務を与えられている
ものです。この「クラブ」にはロー
ターアクトクラブ（以下RAC）も入り
ます。 

 2019年の規定審議会でRACもRIの構成員になりまし
たが、欧米ではともかく、日本ではRACの地位はまだ
まだロータリークラブと同等とは言えず、「支援」が必
要なように見えます。 

 2023年5月にメルボルンで開催された国際大会の
分科会でもRACが取り上げられていました。そこでは
RACの今後の取組として次のような提言がなされて
いました。 

・Holding joint events 

・More Rotaractors on Rotary and TRF Committees 

・Evaluating specific training opportunities 

・Setting goals in Rotary Club Central 

 私は最初の「イベントを共同で開催する」というこ
とに着目しました。 

 第3地域では去る7月9日に戦略計画推進セミナー
が開催されました。その中のRACについてのセッション
で、RI第2710地区(広島・山口)の板井貴大ローターア
クト地区代表から、5月28日にマツダスタジアム周辺で
行ったポリオ根絶のためのキャンペーンについて、今
回はRACが中心となって準備し、ロータリークラブの
協力を得て実施したとの発表がありました。またRI第
2720地区(熊本大分)の向井蓮ローターアクト地区代
表からは、同地区と台湾のRI第3523地区との姉妹提
携に合わせ、両地区ローターアクトの交流協定も締結
し、海外交流を行ったとの発表がありました。このよう
に両地区がローターアクトを前面に押し出し、ロータ
リークラブの協力を得て積極的な活動を展開してい
ることは素晴らしいと思いました。またこのセッション
では、中学・高校時代の同級生だった2人のインターア
クターが、同じ大学に進学したらローターアクトで活動
しようと約束したのに、入学した広島大学にはRACが
なかったので、入学後わずか2か月で広島大学RACを
結成したという発表がありました。発表した下野紗羽
さんと當銘花奈子さんの2人の元インターアクターの
行動力と発想の柔軟さに感銘を受けました。このよう
な素晴らしい活動を起爆剤として、日本でも大学基盤
のRACがどんどん増えることを期待しています。 

 ロータリークラブはRACにどのように対応すべきで
しょうか。これについて、先般、ゴードンR.マッキナリー
RI 会長は、RACには「支援」ではなく「協力」すること
が必要だと言われ、バリー・ラシンTRF管理委員長は、
ロータリークラブはRACのよきメンターにならねばな
らない、ローターアクターにはリーダーとして接する
ことが重要だと言われました。肝に銘じておきたいと
思います。 

 

第3地域 公共イメージコーディネーター補佐  

丸尾 研一（神戸西神RC） 

 第3地域のロータリー公共イメー
ジコーディネーター（RPIC）を拝命し
ております、丸尾研一（RID2680 神
戸西神RC）です。RPICは2年目になり
ます。公共イメージコーディネーター
の役割は、ロータリー内外でロータリ
アンを「世界（地域）を変える行動
人」として描き出す影響力の強いス
トーリー（ストーリーテリング）を特定し、効果的に発信
する能力をクラブと地区が強化するのを援助するこ
とで、ロータリー行動計画を積極的にすること。地区
の組織と連携して、主に地域社会におけるネット上の
存在感を得られるように支援すること、メディアと地
域社会に積極的に伝えること、ブランド認知度を高め
るために、ロータリーのオンラインの公共イメージリ
ソースの利用をクラブと地区に推進すること、地域に
合った方法で公共イメージキャンペーンを実施するた
めの方法についてクラブと地区に助言する、ポリオ根
絶におけるロータリーと会員の役割について周知を
図る。 

 また今回共有したいこととして、1確認 ロータリー
クラブの公共イメージと認知度向上は重要テーマで
あること、2自覚 ロータリアン一人ひとりが強力な広
報マン（ブランド推進者）であること、3行動 各クラブ
で広報マインドを高めて奉仕活動の広報にチャレンジ
すること。私がロータリーに入会したころは、陰徳の美
学を教え込まれましたが、いまや広報が重要である
ことは言うまでもありません。  

 ここで話はかわりますが、今年久しぶりに行われた
第50回神戸まつり（2019年以来４年ぶり）について記
します。これまで5月の第3日曜に開催されていたメイ
ンフェスティバルが、広島サミット開催と重なることか
ら例年より一週間遅れの5月28日に開催されました。
（おかげでメルボルンに行けなかった） 

 神戸まつりは三宮のフラワーロードを交通規制し
て、パレード行進を行うのですが、今年のトピックスは
大きく２つ、一つは「神戸ジャズ100周年記念パレード」
これは日本で初めてプロバンドによるジャズが演奏さ
れてから100周年、もう一つは、 

次ページへ 



ディズニー40周年
スペシャルパレー
ド 私のガバナー
年度から毎年ロー
タリアン約40名と
米山奨学生約20
名と幼稚園児の鼓
笛隊、約60名達と
一緒に行進するのですが、この鼓笛隊の集客力
は抜群、ロータリアンの比ではありません。沿道に
は、おじいちゃん、おばあちゃんたちがギッシリ並
んでカメラのフラッシュ（思わず勘違い）でも無事
終了することができ、関係各位皆様に感謝申し上
げます。 

 

第3地域 財団地域コーディネーター 

永田 壮一（熊本城東RC) 

 2023-2024年度が始まりま
した。 

 新型コロナ感染症も感染症
分類の２類相当から５類となり
ました。変更の理由は決して
弱毒化したとか、感染数が
減ったという訳ではなく多く
の人がワクチンを接種し、ワク
チンの効果（感染予防効果や
軽症化の効果）が認められ、また抗ウイルス薬も
安定供給が確認できたためと思われます。 

 新年度からは多くの地区で従来通りの対面式
のクラブ例会が開催されているようです。そし
て、例会のあり方にも変化が見られています。今
まではメークアップは他のクラブを直接訪問して
行うものでしたが、ZoomやFace Timeを使って
Web参加するハイブリッド例会をかなり多くのクラ
ブが採用し、例会のあり方にも変化が出てきまし
た。 

 さて、第３地域では、毎年ロータリー年度の始
まりの7月に戦略計画推進セミナーを開催してい
ます。今年も7月9日日曜日・神戸ポートピアホテ
ルに於いて、第３地域11地区のガバナー・ガバ
ナーエレクト・ガバナーノミニー・地区会員増強委
員長・地区公共イメージ委員長・地区ロータリー財
団委員長においでいただき開催いたしました。セ
ミナーの開催担当は、ロータリーコーディネー
ター、ロータリー公共イメージコーディネーター、
ロータリー財団地域コーディネーターが順番に担
当しますが、今年は私たちロータリー財団地域

コーディネーター（RRFC）と同補佐（ARRFC）の担
当でした。内容は、RIの方針に従い「ローターアク
トクラブの強化」「DEIの理解」、また佐藤芳郎RI理
事が推進される「世界ポリオデー」や「Grow RO-
TARY」の話題、ロータリー財団からは「日本の
ロータリー財団の目標」「冠名基金の推進」「災害
救援基金」について提案し、活発な意見交換が行
われました。 

 今年は、RRFCとして三年目の年になります。
ロータリアンの皆様にはロータリー財団に対する
多くのご支援をいただき感謝申し上げます。今年
は集大成として、まず1.「年次基金寄付ゼロクラ
ブゼロ」の達成、それから2.「ポール・ハリス・ソサ
エティ（PHS）」会員を1地区に30名以上増強をお
願いすること、3.新しく決まった「ポリオプラス・ソ
サエティ」の参加を推進すること、4.大口寄付の
件数を各地区２名以上お願いすること、を目標と
して挙げさせていただきます。 

 第３地域の11の地区では5月末の昨年同月比で
は３地区が年次基金の寄付額が前年を上回りま
した。長引くコロナ禍でご無理は申し上げられま
せんが、ロータリー財団へのご寄付は世界で良
い変化をもたらすための原動力となっています。
ぜひロータリー財団の主旨をご理解の上、温か
いご支援をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

       
皆さまからのご寄付は、ロータリー財団を通 

じ、地元や海外の地域社会で人びとを支援 

する奉仕プロジェクトのために生かされます。 

年次基金へのご寄付により、さまざまなプロ 

ジェクトが可能となり、引き続き「世界でよいこ 

と」をしていくことができます。 

                        







 

   ガバナー月信の表紙写真、活動の情報をお寄せください。 

 ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に活
かせてもらうため、情報収集に努めています。皆様のご協力をお願いします。 

 お寄せいただける活動情報は、文書面、 資料、写真をメールでガバナー事務所へご送
付ください。 また、毎号の表紙写真もご提供ください。 

 ガバナー月信は、国際ロータリー、地区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の収集
等、紙面の充実に努めてまいります。 皆様のご協力をお願いします。   

地区IT・ガバナー月信委員会 

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : tan i@r id2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 

mailto:tani@rid2640g.com

